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苫
小
牧
市
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
で
マ
ガ
ン
の
飛
翔
を
見
よ
う

と
「
た
そ
が
れ
に
雁が

ん

を
見
る
会
」
に
参
加
し
た
。「
ウ
ト

ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」（
苫
小
牧
市
植
苗
１
５
０
の

３
）
と
日
本
野
鳥
の
会
苫
小
牧
支
部
の
共
催
行
事
で
毎
年

開
か
れ
て
い
る
。
今
年
は
３
月
19
日
17
時
か
ら
で
、
苫
小

牧
市
や
札
幌
市
な
ど
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
た
。

　

札
幌
か
ら
車
で
向
か
う
途
中
か
ら
小
雨
が
降
り
出
し
た

が
、
駐
車
場
に
着
く
と
雨
は
上
が
っ
て
い
た
。
防
寒
着
を

身
に
つ
け
長
靴
に
履
き
替
え
、
傘
を
持
参
し
た
。
案
内
看

板
に
従
っ
て
木
道
を
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
ウ
ト

ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
、
17
時

か
ら
野
鳥
の
会
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
湖
畔
に
移
動
し
て
、
編
隊

を
組
ん
で
飛
来
す
る
マ
ガ
ン
を
40
分
ほ
ど
観
察
し
た
。
遊

歩
道
に
は
、
ま
だ
所
々
に
雪
が
残
っ
て
い
た
。

　

マ
ガ
ン
は
、キ
ツ
ネ
な
ど
の
天
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

夜
は
水
に
浮
か
ん
で
眠
る
。
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
絶
好
の
ね
ぐ

ら
な
の
だ
。
マ
ガ
ン
た
ち
は
夜
明
け
と
と
も
に
湖
か
ら
一

斉
に
飛
び
立
っ
て
、
餌
の
あ
る
水
田
や
畑
へ
落
ち
穂
な
ど

を
食
べ
に
行
く
。
こ
の
飛
び
立
ち
を
「
ね
ぐ
ら
立
ち
」
と

い
い
、日
の
入
り
前
に
戻
っ
て
く
る
の
を
「
ね
ぐ
ら
入
り
」

と
い
う
。
だ
か
ら
、
昼
間
は
こ
こ
に
マ
ガ
ン
は
い
な
い
。

　

今
年
は
、
２
月
13
日
、
第
１
陣
が
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
や
っ

て
き
て
、３
月
18
日
に
は
10
万
６
０
０
０
羽
ま
で
増
え
た
。

初
旬
に
は
、
太
平
洋
岸
に
近
い
鵡む

か
わ川
や
厚あ

つ
ま真
方
面
の
田
畑

へ
通
っ
て
い
た
が
、
雪
解
け
が
進
ん
だ
せ
い
で
、
こ
の
日

は
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
北
に
位
置
す
る
千
歳
市
方
面
か
ら
戻
る

群
れ
が
多
か
っ
た
。
雪
解
け
直
後
は
落
ち
穂
も
い
っ
ぱ
い

残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

群
れ
を
な
す
マ
ガ
ン
だ
が
、
そ
の
中
に
一
回
り
大
き
な

ヒ
シ
ク
イ
の
群
れ
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
同
じ
ガ
ン
の
仲
間

だ
が
、
マ
ガ
ン
の
大
き
さ
は
約
70
セ
ン
チ
、
ヒ
シ
ク
イ
は

約
85
セ
ン
チ
だ
。「
キ
ャ
ハ
ハ
ン
」
と
い
う
か
ん
高
い
鳴

き
声
は
マ
ガ
ン
、「
ガ
ハ
ハ
ン
」
と
い
う
低
い
ダ
ミ
声
は

ヒ
シ
ク
イ
だ
。
こ
の
日
は
、ヒ
シ
ク
イ
は
少
な
い
ら
し
く
、

私
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

近
年
、
道
内
で
越
冬
す
る
マ
ガ
ン
が
い
る
が
、
多
く
は

宮
城
県
の
伊
豆
沼
な
ど
本
州
で
冬
を
過
ご
し
、
雪
解
け
を

待
っ
て
ウ
ト
ナ
イ
湖
や
近
く
の
弁
天
沼
に
移
っ
て
く
る
。

４
月
に
な
っ
て
美
唄
市
の
宮
島
沼
の
結
氷
が
開
け
る
と
一

斉
に
移
動
し
、
５
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
に
は
繁
殖
地
の
シ
ベ

リ
ア
へ
４
０
０
０
キ
ロ
も
の
長
旅
に
出
る
。
ウ
ト
ナ
イ
湖

で
次
に
マ
ガ
ン
が
観
察
で
き
る
の
は
10
月
か
ら
11
月
ご
ろ

に
な
る
。

　

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
野
鳥
で
、
現
在
ま
で
に
記
録
さ
れ
て
い

る
の
は
２
７
１
種
類
。
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
よ
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
マ
ガ
ン
や
ヒ
シ
ク
イ
な
ど
ガ
ン

の
仲
間
の
ほ
か
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
マ
ガ
モ
、
オ
ジ
ロ

ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
、
ト
ビ
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ア
ト

リ
な
ど
だ
。
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
双
眼
鏡
の

貸
し
出
し
も
し
て
い
る
の
で
、
利
用
す
る
と
い
い
。

　
「
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
は
日
本
野
鳥
の
会
が

苫小牧市・ウトナイ湖

勇払原野のマガン

餌場から帰ってくるマガンの編隊が次々に現れる
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運
営
す
る
自
然
保
護
や
環
境
教
育
の
拠
点
で
、
１
９
８
１

年
、全
国
か
ら
の
募
金
１
億
円
で
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

勇
払
原
野
の
保
全
に
取
り
組
み
35
年
目
を
迎
え
た
。
15
年

間
に
わ
た
っ
て
希
少
鳥
類
の
調
査
を
し
て
い
て
、昨
年
も
、

７
種
の
絶
滅
危
惧
種
の
鳥
類
の
棲
息
が
分
か
っ
た
。
３
年

連
続
し
て
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
を
確
認
す
る
一
方
、
ア
カ

モ
ズ
の
営
巣
が
減
っ
て
い
る
な
ど
の
懸
念
も
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　

国
道
36
号
沿
い
に
あ
る
「
道
の
駅
ウ
ト
ナ
イ
湖
」
の
そ
ば

に
、
環
境
省
と
苫
小
牧
市
が
共
同
運
営
す
る
「
ウ
ト
ナ
イ
湖

野
生
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
」（
苫
小
牧
市
植
苗
１
５
６
の

26
）
が
あ
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
果
た
し
て

い
て
、
湿
原
の
仕
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
観
察

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
い
い
。
そ

こ
か
ら
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ま
で
は
遊
歩
道
で

１
・
３
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
。

オジロワシでも現れたのか、ねぐら入りして水面に浮かんでいたマガンが一斉に飛び回わりはじめた

「たそがれに雁を見る会」で、マガンの生態や観察
のポイントなど、中村聡チーフレンジャーの解説を
熱心に聞く参加者


